
宇宙開発フォーラム２００９
報告書

宇宙開発のターニングポイント
～日本の宇宙開発の再検証～
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　今回、学生の立場から宇宙開発を包括的に捉え、学際的な考え方を
提供する場であるフォーラムに参加することができ、宇宙開発に対す
る自分の考え方が大きく広がりました。多くの異なる分野、地域から
参加した同年代と、自らの専攻から見た宇宙開発に対するアプローチ
について話し合い、また初めて知るアプローチに驚き、新たな視点を
提供されたことは、普段の大学院での専攻では得られない新鮮な体験
となりました。

　日本における宇宙政策が可視的なものとして見え始めた現在、さま
ざまな専門の講師の方から関連する取組みやその現状、課題について
教えていただき、またワークショップでは衛星打上げ申請のシミュレ
ーションを通して他のグループと白熱した作業を行う中で、合意形成、
中長期的な戦略の重要性を実感することができました。事実、私のい
たグループでは、打上げこそ成功しませんでしたが、最終的にポイン
トがもっとも高かった結果になり、粘り強い姿勢が実を結ぶという理
念を肌で感じたのです。

　宇宙開発という1つの対象に対し、多面的かつ複層的な視点を持つ機
会を与えていただいたフォーラム実行委員会、関係の方々に改めて感
謝しています。

　私は宇宙に関する勉強を全くしたことがありません。実際、知識は
他の参加者の方と比べるとほとんどなかったでしょう。そんな私がSD
Fに参加したきっかけは、単に宇宙に関する話が「好き」だったから
です。全然知らないけど子どもの頃から憧れだった宇宙という分野を、
SDFをきっかけに学ぼうと考え参加しました。

　ただ、全く専門外の私がいきなり参加しても大丈夫かな、という不
安はありました。しかし、自分の得意な分野だけに留まっていては発
想も狭くなるし、人脈も広がりません。そのため、今回は積極的にワ
ークショップに参加して、自分の専門外のフィールドでどこまで一緒
に議論したり協調してアウトプットが出せるかを試そうとしました。

　結果から申しますと、非常に充実した内容でした。スタッフのサポ
ートも充実していて、知識のない私に丁寧に説明して下さり感謝して
います。また、異分野の学生と数時間集中して議論した事は、良い経
験になりました。さらに、スピンオフビジネスの提案ワークショップ
では優勝することができて嬉しかったです。

　SDFは夏休みの最後を飾る素晴らしいイベントです！終わった後も
参加者同士で交流があり、本当に参加して良かったです。スタッフの
皆様ありがとうございました！








